
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成24年２月14日

【四半期会計期間】 第67期第１四半期（自　平成23年10月１日　至　平成23年12月31日）

【会社名】 株式会社Ａ.Ｃホールディングス

【英訳名】 Ａ.Ｃ HOLDINGS Co.,Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　長谷川　武司

【本店の所在の場所】 東京都港区芝大門一丁目２番１号

【電話番号】 ０３（５４７３）７７２２

【事務連絡者氏名】 取締役経理部長　　富田　裕保

【最寄りの連絡場所】 東京都港区芝大門一丁目２番１号

【電話番号】 ０３（５４７３）７７２２

【事務連絡者氏名】 取締役経理部長　　富田　裕保

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所

（大阪市中央区北浜一丁目８番16号）

EDINET提出書類

株式会社Ａ．Ｃホールディングス(E00263)

四半期報告書

 1/17



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期
第１四半期
連結累計期間

第67期
第１四半期
連結累計期間

第66期

会計期間
自平成22年10月１日
至平成22年12月31日

自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

自平成22年10月１日
至平成23年９月30日

売上高 （千円） 770,976 885,244 2,882,535

経常損失(△） （千円） △152,607 △246,676 △512,977

四半期（当期）純利益又は四半期純

損失(△）
（千円） 286,633 △248,402 398,069

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 264,409 △248,580 363,714

純資産額 （千円） 7,903,288 7,754,012 8,002,593

総資産額 （千円） 9,057,896 8,916,319 9,141,494

１株当たり四半期（当期）純利益金

額又は１株当たり四半期純損失金額

(△）

（円） 7.09 △6.14 9.84

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 87.3 87.0 87.5

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．第66期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、関係会社の異動については、ゴルフリゾート事業におきまして、株式会社Ａ．Ｃインターナショナル（連結子

会社）が、平成23年10月１日付で株式会社姫路相生カントリークラブ（連結子会社）を吸収合併しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。 

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに締結した重要な契約は以下の通りであります。

契約会社 相手方の名称 住所 契約内容 契約締結日 契約期間

株式会社Ａ．Ｃホール

ディングス(当社）

イーストコースト

コーポレーション

株式会社

千葉県君津市

新香木原カントリー

クラブの土地建物、設

備及び什器備品の賃

貸

平成23年10月18日
平成23年11月～

平成25年10月

　

３【財政状態、経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断

したものであります。

(1)経営成績の分析
　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災により経済が甚大な影響を受けて消費活動が大

きく落ち込み景気動向は不透明さを増しております。

　こうした経済状況のもとで、当社グループの中核事業であるゴルフ・リゾート事業では、天候不順や東日本大震災

の影響を被ったものの、売上高に対する影響は僅少でありました。

　経常損益に関しましては、営業外費用で持分法による投資損失を２億14百万円計上いたしました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高８億85百万円（前年同四半期売上高７億70百万円）、営業

損失41百万円（前年同四半期営業損失91百万円）、経常損失２億46百万円（前年同四半期経常損失１億52百万

円）、四半期純損失２億48百万円（前年同四半期　四半期純利益２億86百万円）となりました。

　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　なお、以下の売上高にはセグメント間の内部売上高または振替高を含んでおります。

①ゴルフ・リゾート事業

　ゴルフ・リゾート事業におきましては、天候不順や東日本大震災の影響は想定範囲内であり、業績は計画通り推移

しております。この結果、売上高３億72百万円（前年同四半期売上高３億77百万円）、営業損失41百万円（前年同四

半期営業損失95百万円）となりました。

②ファイナンス事業

　ファイナンス事業におきましては貸金業からの撤退及びリース業の見直し等により、売上高２百万円（前年同四

半期売上高３百万円）、営業損失０百万円（前年同四半期営業利益２百万円）となりました。

③建設事業

　建設事業におきましては、工事施工が順調に推移しましたが、一方原価率が増加しました。この結果、売上高４億94

百万円（前年同四半期売上高３億73百万円）、営業損失３百万円（前年同四半期営業損失０百万円）となりまし

た。

④リアルエステート事業

　リアルエステート事業におきましては公示地価やオフィス賃貸の低迷により、厳しい状況を迎えております。その

結果、売上高17百万円（前年同四半期売上高17百万円）、営業利益６百万円（前年同四半期営業利益２百万円）と

なりました。

 

　なお、前連結会計年度の９月をもってインベストメント事業から撤退しております。　
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(2)財政状態の分析
①資産

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ２億25百万円減少し、89億16百万円となりまし

た。流動資産は４百万円増加し39億22百万円、固定資産は２億29百万円減少し49億94百万円となりました。

　流動資産増加の主な要因は、流動資産の「その他」が81百万円、受取手形・完成工事未収入金等が50百万円増加し

た一方、現金及び預金が１億19百万円減少したことによります。

　固定資産の減少の内訳は、有形固定資産の減少９百万円、無形固定資産の増加２百万円、及び投資その他の資産の

減少２億22百万円であります。そのうち、投資その他の資産減少の主な要因は、持分法による投資損失等により関係

会社株式が２億16百万円減少したことによります。

　なお、破産更生債権等19億23百万円を同額の貸倒引当金に充当することにより償却しました。

②負債

　当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて23百万円増加し、11億62百万円となりまし

た。流動負債では仕入債務が72百万円増加し、固定負債では退職給付引当金が８百万円減少しました。

③純資産

　当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べて２億48百万円減少し、77億54百万円とな

りました。純資産減少の主な要因は、四半期純損失による利益剰余金の減少であります。

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題
　当第１四半期連結累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4)研究開発活動
　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 42,442,851 42,442,851

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は100

株であります。

計 42,442,851 42,442,851 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年10月1日～

平成23年12月31日
― 42,442,851 ― 3,500,000 ― 4,612,597

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　2,000,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 40,439,200 404,392 －

単元未満株式 普通株式　　　3,051 － －

発行済株式総数 42,442,851 － －

総株主の議決権 － 404,392 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には自社保有の自己株式95株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社Ａ.Ｃ

ホールディングス

東京都港区芝大門

１丁目２番１号
2,000,600－ 2,000,6004.71

計 － 2,000,600－ 2,000,6004.71

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平

成23年12月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年10月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について監査法人まほろばによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,864,023 2,744,589

受取手形・完成工事未収入金等 419,728 470,420

商品 13,234 11,378

材料貯蔵品 14,074 10,885

販売用不動産 534,563 534,563

その他 98,948 180,748

貸倒引当金 △27,168 △30,403

流動資産合計 3,917,404 3,922,182

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 762,406 752,796

機械装置及び運搬具（純額） 45,224 43,987

工具、器具及び備品（純額） 11,901 12,831

土地 3,009,739 3,009,739

有形固定資産合計 3,829,271 3,819,355

無形固定資産

その他 8,108 10,340

無形固定資産合計 8,108 10,340

投資その他の資産

関係会社株式 1,048,919 832,852

長期貸付金 383,550 373,950

破産更生債権等 1,923,918 3

その他 566,686 138,650

貸倒引当金 △2,536,363 △181,015

投資その他の資産合計 1,386,710 1,164,440

固定資産合計 5,224,089 4,994,137

資産合計 9,141,494 8,916,319
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 302,920 375,557

未払法人税等 8,808 6,614

賞与引当金 4,186 1,711

ポイント引当金 21,012 19,477

その他 260,427 225,779

流動負債合計 597,354 629,140

固定負債

退職給付引当金 204,090 196,047

役員退職慰労引当金 6,340 6,531

資産除去債務 1,988 1,994

その他 329,126 328,593

固定負債合計 541,546 533,166

負債合計 1,138,900 1,162,306

純資産の部

株主資本

資本金 3,500,000 3,500,000

資本剰余金 5,650,811 5,650,811

利益剰余金 △482,408 △730,811

自己株式 △604,076 △604,076

株主資本合計 8,064,325 7,815,923

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △28,626 △27,004

土地再評価差額金 △6,153 －

為替換算調整勘定 △26,953 △34,906

その他の包括利益累計額合計 △61,732 △61,910

純資産合計 8,002,593 7,754,012

負債純資産合計 9,141,494 8,916,319
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 770,976 885,244

売上原価 381,173 507,253

売上総利益 389,803 377,991

販売費及び一般管理費 481,144 419,348

営業損失（△） △91,341 △41,357

営業外収益

受取利息 4,895 2,882

受取給付金 4,628 1,815

投資不動産賃貸料 6,567 9,199

その他 7,925 8,224

営業外収益合計 24,016 22,120

営業外費用

持分法による投資損失 79,919 214,268

その他 5,363 13,170

営業外費用合計 85,282 227,439

経常損失（△） △152,607 △246,676

特別利益

貸倒引当金戻入額 16,100 －

持分法過年度修正益 427,165 －

前期損益修正益 103 －

その他 5,046 －

特別利益合計 448,415 －

特別損失

前期損益修正損 18 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 385 －

固定資産除売却損 － 0

その他 2,397 －

特別損失合計 2,801 0

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

293,007 △246,676

法人税、住民税及び事業税 6,373 1,726

法人税等合計 6,373 1,726

四半期純利益又は四半期純損失（△） 286,633 △248,402
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成23年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 286,633 △248,402

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,077 1,619

持分法適用会社に対する持分相当額 △24,302 △1,798

その他の包括利益合計 △22,224 △178

四半期包括利益 264,409 △248,580

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 264,409 △248,580
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日）

（連結の範囲の重要な変更）

　連結子会社でありました株式会社姫路相生カントリークラブは、平成23年10月１日に同じく連結子会社である株式会社

Ａ．Ｃインターナショナルに吸収合併されたため、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。こ

れにより連結子会社の数は４社となっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　
　

前連結会計年度
（平成23年９月30日）

当第１四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

　受取手形裏書譲渡高 4,221　千円　 2,306　千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

　該当事項はありません。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
　　至　平成22年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
　　至　平成23年12月31日）

　減価償却費 14,689　千円 20,476　千円

　

（株主資本等関係）

　該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

報告セグメント
調整額

（千円）

（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（千円）

（注）２

ゴルフ・リ

ゾート事業

（千円）

ファイナン

ス事業

（千円）

インベスト

メント事業

（千円）

建設事業

（千円）

リアルエス

テート事業

（千円）

計

（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

（1）外部顧客への

　　 売上高
377,9202,396 - 373,16517,494770,976 - 770,976

（2）セグメント間の

　　 内部売上高

　　 又は振替高

- 1,571 - - - 1,571△1,571 -

計 377,9203,967 - 373,16517,494772,547△1,571 770,976

セグメント利益又は

損失（△）
△95,717 2,058 - △736 2,883△91,511170 △91,341

　（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　　　２．セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。　　　　

　　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年10月１日　至平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

報告セグメント
調整額

（千円）

（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（千円）

（注）２

ゴルフ・リ

ゾート事業

（千円）

ファイナンス

事業

（千円）

建設事業

（千円）

リアルエス

テート事業

（千円）

計

（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　 　

（1）外部顧客への

　　 売上高
372,133 1,439 494,19017,481885,244－ 885,244

（2）セグメント間の

　　 内部売上高

　　 又は振替高

－ 989 － － 989 △989 －

計 372,133 2,428 494,19017,481886,234△989 885,244

セグメント利益又は損失

（△）
△41,927 △947 △3,919 6,218△40,576△781 △41,357

　（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　　　２．セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。　　　　

　　

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　　前連結会計年度の９月をもって、インベストメント事業から撤退しております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

当第１四半期連結会計期間（自平成23年10月１日　至平成23年12月31日）

　共通支配下の取引等　

（連結子会社の合併）

　当社連結子会社である株式会社Ａ．Ｃインターナショナルは、当社の連結子会社である株式会社姫路相生カント
リークラブを平成23年10月１日付で吸収合併いたしました。

（１）合併の目的 

　今回の合併は、当社グループのゴルフ・リゾート事業における売上向上・収益向上を図るため、重複する間接業務
の効率化による人件費の圧縮などの経費削減を行うとともに、ゴルフ場の運営・管理体制をさらに強化することに
より、集中物品購入によるコスト削減や共通のイベント開催など、他社のゴルフ場と対抗するため、サービスや価格
競争力を高めることを目的としております。

（２）合併の要旨

　①合併の日程

合併決議取締役会 平成23年７月28日
合併契約締結 平成23年７月30日
合併承認株主総会 　
　株式会社Ａ．Ｃインターナショナル 平成23年８月16日 
　株式会社姫路相生カントリークラブ 平成23年８月17日
合併期日（効力発生日） 平成23年10月１日

　②合併方式

　株式会社Ａ．Ｃインターナショナルを存続会社とする吸収合併方式で、株式会社姫路相生カントリークラブは

解散いたしました。
　

　③合併比率

　両社はいずれも当社の100％子会社であるため、合併比率の取り決めはありません。

　④合併に係る割当の内容

　株式会社Ａ．Ｃインターナショナルは、株式会社姫路相生カントリークラブの全株式を所有しておりましたの
で、本合併による株式会社Ａ．Ｃインターナショナルの新株式の発行及び資本金の増加はありません。

　⑤消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い

　該当事項はありません。　

（３）合併当事会社の概要

①商号
株式会社Ａ．Ｃインターナショナル

（存続会社）
株式会社姫路相生カントリークラブ

（消滅会社）

②事業内容
レジャー施設の企画、建設、
経営及び関連用品の販売

ゴルフ場、ホテル及び飲食店の経営

③設立年月日 平成18年1月20日 平成18年4月26日

④本社所在地 東京都港区 兵庫県相生市

⑤代表者の役職・氏名 代表取締役社長　國分　秀徳 代表取締役社長　國分　秀徳 

⑥資本金の額 30百万円 3百万円

⑦発行済株式数 600株 60株

⑧決算期 ９月30日 ９月30日

⑨大株主及び持株比率
株式会社Ａ．Ｃホールディングス　

100％

株式会社Ａ．Ｃインターナショナル　

100％

⑩従業員数 52名 24名

⑪直近期の財務状況 平成23年９月期 平成23年９月期

　売上高 853百万円 331百万円

　当期純損失（△） △143百万円 △９百万円

　資産 669百万円 114百万円

　負債 1,809百万円 101百万円

　純資産 △1,139百万円 13百万円

（４）会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事業分
離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）に基づき、共通支配下の取
引として会計処理を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
7円9銭 △6円14銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
286,633 △248,402

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
286,633 △248,402

普通株式の期中平均株式数（千株） 40,442 40,442

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月９日

株式会社Ａ.Ｃホールディングス

取締役会　御中

監査法人まほろば

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 土屋　洋泰　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 赤坂　知紀　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社Ａ.Ｃホー

ルディングスの平成23年10月１日から平成24年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年10月１

日から平成23年12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年10月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社Ａ.Ｃホールディングス及び連結子会社の平成23年12月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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